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研究成果の概要（和文）：本研究では，マテリアルストック・フローを考慮し，地域の木質

系バイオマス資源，特に住宅用木材の需給量が，人工林の炭素固定に与える影響について

GIS を用いて定量化を行い，構造物の長寿命化の影響について環境資源勘定を用いてシナ

リオ分析した．  

研究成果の概要（英文）：The study evaluated the influence of supply and demand of 

residential wood on the amounts of carbon fixation and CO2 absorption by forests. The 

residential wood occupies most of all wood demand. And we estimate future metabolism of 

wooden biomass using environmental resource accountings, especially material stock and 

flow accounting. 
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１．研究開始当初の背景 

 米国・中国についで世界第３位（FAOSTAT, 

2000）の木材輸入国である日本は，木材の利
用に伴い引き起こされる輸入相手国および
地球全体での環境インパクトに対して責任
がある．安価な木材輸入による国内林業の疲
弊は，放置林の増加につながり，人工林の持
つ様々な環境機能が失われつつある．人工林
の CO2 固定機能は地球温暖化防止対策とし
て期待されているが，京都議定書目標達成計
画（閣議決定，2005）では，国内の森林で炭
素固定量を担保できるかどうか厳しい見解
を示している．国内のスギ・ヒノキをはじめ

とする人工林に関しては，戦略的な利用促進
施策が必要である． 

 カーボンプールやカーボンストックと呼
ばれ木材を利用しつつ蓄積している木造住
宅は，高度成長期に建築された住宅が次々と
更新されている．建設リサイクル法に後押し
され，良質の木くずが解体現場から排出され
るようになったため，全国各地で木くずを利
用した発電施設が設置された．しかし，2008

年現在，需要過多のため全国で木くずが不足
しており，将来の需給バランスは不透明であ
る．人工林の生長と建材の生産，それに伴う
間伐材や木くずの発生，建築物解体後の廃木
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材の発生，さらには熱・電気・燃料利用とい
ったエネルギー回収性と経済的自立性を考
慮した一元的な管理ツールを構築し，政策に
反映することが必要である． 

 

２．研究の目的 

 木質資源の生産フェーズに関連して，GIS

と衛星リモートセンシングデータを用い，人
工林ストックの賦存量の推計を行い，スギ・
ヒノキの林分ごとの生長モデルと組み合わ
せることにより，人工林ストックの空間的増
減モデルの構築を行う．木質資源の蓄積・利
用・廃棄フェーズでは，３次元データを扱う
地理情報システム（GIS）に時間軸を加えた
4次元型GISを用い，木材を利用する建築物，
インフラ，農業施設を対象に地域整備の空間
的・時間的変化と物質・エネルギー代謝モデ
ルの構築を行う．以上により，木質資源のフ
ロー・ストック，エネルギー代謝，CO2 排出
削減・蓄積効果を明らかにする．また，動学
的な資源循環を考慮した経済的波及効果モ
デルにより，木質資源循環システムの自立可
能性を評価する． 

 これらのモデルを相互に連携させ，木質資
源が「いつ」「どこで」「どれだけ」利用可能
で「どのような手段で」活用すればよいか，
上記のモデル分析を通じて明らかにする． 

 

３．研究の方法 

 まず日本全国における木材需給量を統計
情報をもとに木材需給バランスと炭素固定
量の把握を行う．木造住宅の平均寿命は現在
は約 40年といわれており，約 40年後には現
在の住宅のほとんどが建て変わると考えら
れる．そこで，2050年までの将来推計を行い，
平均寿命を延長した住宅の導入による木材
需給量と炭素固定量への影響を評価する． 
 次に，地理情報を考慮した木材供給量およ
び炭素固定量の推計を行う． 
 日本全国の木材需給バランスの結果を用
いて，木材供給量が多く，他の地域への木材
移出を行える地域を選出する．選出した対象
地域について，詳細な地理条件から木材需要
面と木材供給面の双方でシナリオを設定し，
日本全国における推計と同様に 2050年まで
の木材需給量や炭素固定量の将来推計を行
う（図１）．  
 さらに，木材供給能力と住宅寿命を考慮し，
環境資源勘定体系を利用しつつ空間的にロ
ーカルな木質循環の持続可能性を検討した． 
 
４．研究成果 
 本年度の研究では，長寿命型住宅を導入し
たことによる木材需給量および炭素固定量
への影響を，木材供給量と需要量の双方で地
理情報を考慮しつつシナリオ分析を行った． 
 木材供給面では効率的な木材搬出を行え

る地理条件の設定を行った．木材需要面では
長寿命型住宅の導入と国産材により住宅用
木材を賄うことを想定し，木材供給範囲を製
材所との地理関係から設定を行った．本研究
により得た知見を以下にまとめる． 
1） 日本全国の人工林の需給バランスを検

討し，木材に関する資源勘定表を作成し

図 1 木材需給と炭素固定の推計フレーム 

図２ 2007年における木材需要に対する木材供

給量の比 

表１ シナリオ別木質資源勘定表（炭素換算） 



 

 

た．図２に 2007 年における木材需要に
対する木材供給量の比率を示す．また，
表 1 に構造物のシナリオ別の木質資源
勘定表（炭素換算）を示す． 

2） 道路からの距離，傾斜角，製材所までの
距離の 3 つの地理条件を考慮した木材
供給量の推計を行うことが可能になり，
和歌山県の人工林では木材供給が容易
に行える人工林として全体の約 60％の
面積が設定された． 図３に本研究で用
いたを木材供給時の搬出レベルの設定
を示す．また，図４に和歌山県をケース
スタディとした供給エリアの検証結果
を示す． 

3） 現在の住宅寿命が長寿命型住宅に置き
換わることで木材需要量は約半分に減
少する．そのため，木材供給余力は住宅
の平均寿命を現状維持よりも延長する
ことで大きくなり，持続的な木材供給が

可能になることが明らかとなった．図５
にケーススタディ対象とした大阪府・和
歌山県の木材需要量メッシュを示す． 

4） １年あたりに得られる炭素固定量は減
少する．2006年から 2050年までに得ら
れる炭素固定量の累積は平均寿命を延
長することで現状維持よりも多く得ら
れることが明らかとなった．  
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